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1．はじめに

Twitter¹や LINE²は，他ユーザとリアルタイムで情報の

やり取りが行えるオンラインコミュニケーションツールで

ある．Twitterは限られた長さの発言の中でコミュニケーシ

ョンを行う．不特定多数に向けて情報を発信することで，

Web上にユーザ自身の存在を示し，コミュニケーションの

参加を達成する．一方で，LINEは 1対 1や複数人でのチ

ャットが可能であり，双方向性の繋がりをもつ．そのため，

コミュニケーションをとる相手が必ず存在し，相手側の返

信があることでコミュニケーションが成立する．

これらは，誰かといつでも繋がる環境を提供するシステ

ムである．携帯電話は殆どが常にオンライン状態のため，

これらの機器を持っているだけで，その先にいるコミュニ

ケーションの対象者と繋がっている環境ができる．

本研究では多人数間の繋がりによってユーザがタイムラ

インやメッセージを追い続けることで生じる疲れのことを

「SNS疲れ」と定義する．例えば，Twitterは一方的な繋が

りを持つことができるため，気軽に多数の人物をフォロワ

としてコミュニケーションの枠に追加することが出来る．

しかし，その枠に追加した人物の数が増加するほど，タイ

ムラインに提示される一定期間の情報も増加する．その一

つ一つに注意を向けて確認しようとすることはユーザの心

的な負担となり，疲れを誘発すると考えられる．LINEは，

双方向性の繋がりをもち，発言は全てユーザ宛に送られ

る．そのため，Twitterよりも注意を払って確認をし，反応

するべきだという意識が高まる．1対 1やグループのチャ

ットルームが並行で開かれているとそれら全てに対応する

状態になり，疲れの原因になると考えられる．結果として

SNS疲れを誘発していると考えた．

本稿では，SNS疲れを解決する方法として，多数の人物

とユーザの間に一体のエージェントを置いたシステムを提

案する．エージェントが SNS上で流れている情報を会話形

式でユーザに伝達することで間接的なコミュニケーション

が実現し，ユーザの多数と繋がっている感覚が軽減するこ

とを期待する．本稿で提案するエージェントは，情報の集

約やユーザ間の仲介を行う．エージェントは母親が子供の

周辺情報を把握し，様子を見ながら対話的に伝えるように，

ユーザの周辺情報を集めて伝える．よってこのエージェン

トを母親型(おかん)エージェントとして提案する．エージ

ェント名の「おかん」は関西弁で母親のことを意味する．

関西弁の「おかん」は噂話が好きで，子供が尋ねていない

情報を一方的に話すイメージを持つと考え，エージェント

のコンセプトに使用した．特に「お節介」 , 「おしゃべり

好き」，「近しい関係」という特徴に着目してエージェン

トの設計を行った．

本システムは，Twitterの情報に適応する．Twitterの情報

は LINEと異なり，ユーザが欲しい情報を選択する過程が

ある．この過程において全てのタイムラインを追わなくて

はならないという意識が SNS疲れを誘発すると考えた．本

研究で提案するユーザの心的負担の解決図を図 1に示す．

エージェントとコミュニケーションをとりながら，SNS
の情報をユーザが取得することによって，多人数のメッセ

ージを追う状態から解放され，SNS疲れが軽減することを

期待する．

2 ．関連研究

SNS疲れの緩和に関する研究は上野らの VoiTwi[1]があ

る． 上野らは，Twitter を利用する際にユーザがリアルタ

イムのコミュニケーションを重視し，常にタイムラインを

追うことが，SNS疲れを引き起こすとしている．上野らは

Twitterの入力方法に着目し，タイムラインを見ることなく，

発言する手法を提案した．入力にはジェスチャーや音声を

使い，リアルタイムのタイムラインを気にせず使用するこ

とが出来るとした．しかし，出力には音声での通知でしか

提案されていない．VoiTwiでは音声ファイルを再生する

ことで，メッセージを読み上げるソフトを使用するよりも

相手の存在を身近に感じることが出来るとしているが，情

報量に関しては，着目していない．

VoiTwiでは，出力された情報量は変化しないため，多

数のユーザと繋がっている感覚も変化しない．また，相手

の存在が近くに感じることによる疲れが新たに生じてしま

うことも考えられる．

その他の SNS疲れを緩和する方法として，大家らのネガ

ティブな感情表現[2]をポジティブにする研究がある．否定

的なコメントが情報伝染として受け手の感情に移り，結果

としてそのユーザが SNS内でネガティブな書き込み行為や

疲れを生じさせると考えた．そこで大家らは，タイムライ

ン上にあるネガティブな表現を全体的に変更する段階と

個々のつぶやきに存在する否定的な言葉を肯定的に変化さ

せる，段階的フィルタリングを提案した．この手法での第
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図 1 ユーザの心的負担の解決図



一段階は，原文からポジティブの換言レベルとし，第二段

階ではネガティブ，ニュートラル，ポジティブの三要素に

分けて，システム画面上にあるスライダーボタンで調整す

る．二段階に分けることで，フィルタリングによる過度な

情報隠蔽を防ぎ，書き手の意図が伝わるようにした．

しかし，SNS疲れの要因の一つであるネガティブな情報

を閲覧することに関して緩和効果は得られるが，VoiTwiと
同様に情報量は変化しないため，本研究で定義する SNS疲
れを解決するものとして至っていない．本稿で提案するシ

ステムではユーザ間にエージェントを置くことで，不要な

ネガティブ発言を削減及び選択的提示することが出来るた

め，段階的フィルタリングなしでも効果は得られると考え

ている．

情報収集に着目した研究として，古田らの WAVE[3]が
ある．情報が伝搬する間に有用な情報だけに収束し，広ま

っていく口コミの特徴を利用し，システムに生かした．

WAVEでは信頼関係のある人物とのコミュニケーションを

対象とし，評価やユーザの興味に対応した情報の推薦を行

う．このように，ユーザの興味を反映させる点や信頼関係

などによって情報を絞る概念を本研究に導入する．

母親型のメタファをシステムに組み込む研究として，上

村らの母親らしい表現システム[4]を用いた通知システムの

効果がある．これはリマインダやスケジュールに登録して

いたユーザの予定内容をユーザが積極的に受け取るように

するため，母親の言動と表現を用いて通知するシステムで

ある．通知の受容を高める目的として，母親のキャラクタ

ーがもつ「子供に対する理解や構いたがる」と言った印象

や特徴に注目して，予定内容をユーザに受け取るように促

すことができるとした．本システムで使用するエージェン

トモデルはこの特性を基に参考にしており，SNS疲れの緩

和に母親型を用いる根拠としている．

3．母親型(おかん)エージェント

本システムでは，一体のエージェントが SNS上の情報を

取得し，会話形式でユーザに情報を伝える．これにより，

ユーザは，エージェントの背後にいる複数の人物の存在を

感じることなく，一体のエージェントから情報を取得でき

る． ユーザはエージェントからWeb情報を入手すること

ができたため，コミュニケーションの対象となるのはエー

ジェントのみとなる．その結果，複数人と繋がっている感

覚や，そこから来る疲れを軽減することが可能になる．

おかんエージェントはWeb上で動作するため，HTML，
Javascriptで外観を構成し，SNSの情報データを選択的提示

及び検索するシステムは PHP等の開発言語を用いて実装し

た．おかんエージェントは，ユーザに多数の人物と繋がっ

ていないように感じさせる役割を持つ．システムの初期画

面は図 2に示す．

エージェント及びシステムの詳細について大きく五つ分

けて紹介する．始めは本システムの構成を説明する．その

後はおかんエージェントの特徴，情報提示，設計を事細か

に記載する．最後の項目は，システムとエージェントを連

携した動作例と図を示す．なお，各項では初期に開発した

システムと比較し説明する．

図 2 初期画面

3.1システム構成

本システムの構造を図 3に示す．ユーザがカテゴリ設定

を行うことで，PHPで実装したシステムが要求された情報

をフォロワのツイートから集積する．その中から RT件数

が多いつぶやきを PHP内にある選択的提示システムを用い

て提示するツイートを検出する．現時点では件数そのもの

を比較して対象を決定するようにしている．

提示する範囲をフォロワに限定したのは，母親のような

身近な関係が見知らぬ人の情報をユーザに伝達すると不審

に感じる場合がある．有益な情報でない限り，不特定のユ

ーザ情報を提示されるとエージェントの情報伝達の意図が

読み取れずかえって使用者に混乱を招く恐れがある．また，

ユーザの周辺情報を集めて伝えるという定められたおかん

エージェントのコンセプトも矛盾する．

以上の理由からユーザと全く関係性を持たないフォロワ

の情報を取得して選択的提示するのは，エージェントの意

図やコンセプト面において好ましくないと考えた．

3.2エージェントの特徴

本研究でのエージェントはお節介さ，おしゃべり好き，

ユーザとの近しい関係という特徴をもつ．そのため，エー

ジェントの役割が子供の周辺状況を把握している親と重ね

ることが出来ると考えた．これにより，おかんエージェン

トと名付け，動作や言動等の機能に「おかん」らしさを付

与することとした．

おかんエージェントの特徴を用いることで，ユーザは母

親のようなエージェントとコミュニケーションを取ってい

るように感じることができる.
お節介さをエージェントの設計に加えることで，ユーザ

は気遣ってくれていると思わせる．そのため，使用者に安

心感を与えやすいと考える．

おしゃべり好きとユーザとの近しい関係は，エージェン

トが自発的に発言を行うことで，エージェント自身がユー

ザに対して話しかけているように感じさせることができ

る．

図 3 システムの構成図



図 6 検索ボタンクリック時

また，情報選択内容に母親口調や語尾を置くことで，表示

に対してユーザが親しみを持つことも期待できる．

現段階のエージェントのパラメータ要素の強度はお節介

さやおしゃべり好きの方が強く,ユーザとの近しい関係は,
ある程度システム上では目立たない状態である．これは，

今後エージェントのユーザに対するコミュニケーションの

介入限度を定めることで表現していく予定である．

3.3エージェントによる選択的な情報提示の手法

初期段階では情報削減を利用して，ユーザの興味を手動

で入力し，提供する情報量を減らすこととした．情報量を

削減する方法はキーワード検索とカテゴリ設定の二種類で

ある．

キーワード検索では，ユーザが閲覧したい情報に関連し

た単語等を入力することで，それに応じたつぶやきを集約

し，エージェントが発言する．カテゴリでは，フリーワー

ド欄でキーワードを指定し，一致する発言を強調させ，ユ

ーザの目に留まりやすくする．

まず，この二通りの方法を用いて Twitterの RT(リツイー

ト)等の件数が多いツイートを抜き出し，エージェントが

あたかも発信源であるかのようにする流れを提示した図 4
に示す．図 4の表示形式では，情報量は絞り込まれている

が，タイムラインを抜き出した形式で表示するだけでは，

エージェントの必要性は低い．

そこで，キーワード検索やカテゴリ設定で得た RT(リツ

イート)等の件数が多いつぶやきとそれに関連付けた情報

を話し言葉のように提示させることとした．

図 5は，検索方法をカテゴリを「グルメ，レストラン，

ボリューム」の 3つに設定し，情報選択の例を示す．テキ

ストボックスには，ユーザ名，ツイート内容，情報の裏付

けとなる補足情報を並べて表示し，その間に「～と言って

いた」，「ほかにも～」などの接続の役割を果たす言葉を

挿入する．

3.4エージェントの設計

初期段階のデザインは，エージェントがユーザのことを

気遣って情報を提示すると同時に少しお節介な発言や，

「おかん」らしい動作の実装を行った．

しかしながら，システム上での「おかん」らしい動きや

情報提示に関する気遣いのみであれば，秘書などの他のエ

ージェントモデルでも代替でき，Twitter上で発生する SNS
疲れを母親型モデルで行う意義が薄まる恐れがある．その

ため，本稿では気遣い以外の特性を関連研究の通知モデル

効果[4]を考慮し，母親の持つ親切さとユーザとの近しい距

離に着目した．

母親の親切さと近しい距離には，「子供のことを考えて

くれている」という印象により，提示に対する理解を与え

ることが期待されている．また，「人に構いたい」という

特徴もある．そのため，SNS疲れによって SNSの使用を

中断しているユーザに母親らしさを持った情報提示の通知

を行えば心情の悪化を招くことなく，情報を受け入れるよ

うに促すことが期待できると考えた．

エージェントの動作についてはおかんらしいオーバーな

手の動きを実装した．初期段階では，検索待ち時間(図 6)
と情報抽出を行う時(図 7)の動作のみ実装した．本稿では

それに加え時折，情報抽出後に確認のために首をかしげる

行為(図 8)や手招き(図 9)等の動作を追加し，エージェント

に多少オーバーな動きをもたせることでおかんらしい印象

をユーザに与えるようにした．この動作は情報選択後の画

面でどちらかランダムで行うように設定している．

ユーザとの会話については本エージェントのパラメータ

であるお節介さにおける表現と共に，botを利用してユー

ザに対して発言を行うこととした．例えば，あまりシステ

ムを使用していないユーザに対して「いまなにやっと

ん？」と尋ねさせる．これは，お節介に感じられる発言だ

が，おかんの立場から発せられることでユーザ自身を気遣

ってくれているとユーザに感じさせ，安心感を与えること

を期待する(図 9)．他にも，エージェント自身がユーザと

自発的にコミュニケーションをとるように「熱中症」など

の季節的に有益な情報等を botまたは初期画面のテキスト

ボックスで提示することで，身近な関係を感じさせること

もできる．

図 5 情報選択の例

図 4 情報削減の選択による全体量



3.5システムの動作例

本システムの動作について説明する．

キーワード検索では，画面右上にある検索バーにエージ

ェントに集めてほしいキーワードを入力し，Searchボタン

をクリックする．図 12に検索結果を表示する．検索でき

るキーワードは，＠を利用したリプライやハッシュタグ(#)
をつけたキーワード，または，ユーザ名やトピックに関す

る検索が可能である．

カテゴリ検索ではトップ画面の右下にある設定ボタンを

押すことで，図 13のような別ウィンドウが開かれる．興

味のある情報を調べたいときはそれに近い主要な項目をラ

ジオボタンで選択する．その後，フリーワードの欄でキー

ワードを入力する．これにより，限定的に情報を絞り込み

やすくなる．また，表示したい件数も指定することが出来

る．右下の登録ボタンを押すことでエージェントが取得し

たツイートの中から該当するものを選び，図 3の情報選択

のように表示する．

ユーザがエージェントを介していると感じるデザインで

はあるが，エージェントによる情報選択の表示の仕方やユ

ーザとのコミュニケーションによる情報取得については、

他のパターンでもできると考えている．

図 12 検索結果

図 13 設定画面図 11 エージェントによる話題提示

図 10 botの表示

図 9 情報選択後の動作 2

図 8 情報選択後の動作 1

図 7 目的情報の検出時



4.おわりに

本稿では，母親型エージェントを用い，ユーザ同士の繋

がりの間に第三者として情報を介するシステムを提案し

た．Twitter上に存在する膨大な情報量に対して，選択的提

示を行うことで多人数との繋がりによって発生する SNS
疲れを緩和することを目的とした．

しかし，おかんエージェントを使用し続けることでお節

介さなどの特徴が新たな疲れをユーザに与える恐れがあ

る．また，ユーザの個人差によっては母親，もといおかん

らしさの感じ方は不愛想もしくは暖かいなど多種多様であ

る．パラメータを細分化することで，様々なエージェント

の設計が可能となることを目指す.
情報提示では，対象となるツイート内容の選択的提示の

決定方法に RT件数の多さを用いた．これだけで，信頼度

の高い情報を得られるかは不十分でため，現状の情報提示

以外の方法も検討していく．

今後の展開として，母親以外のエージェントへの適応え

を目指し，エージェント設計のパラメータを細分化する予

定である．
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